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は し が き

三軒屋遺跡は、大阪府の南部泉佐野市の上之郷から長滝にかけて樫井川

の東岸に展開する縄文時代から中世に至る集落跡であります。

特に、弥生時代は泉南地域屈指の拠点的集落として古くから発掘調査が

実施されてきました。

今回の発掘調査は、農用地整備公団による農用地総合整備事業下村団地

造成に伴い実施しました。調査の結果、弥生時代の方形周溝墓、古墳時代

の竪穴住居跡等数多くの新たな知見を得ることができました。

本書が地域の歴史研究の資料となり、文化財の大切さをご理解いただく

一助となれば幸いです。

最後になりましたが、今回の調査に際し、深いご理解とご協力を賜りま

した関係各機関及び地元の皆様に記して感謝します。

平成11年 2月

大阪府教育委員会

文化財保護課長 鹿 野 一 美

例

1.本書は、泉佐野市上之郷に所在する農用地総合整備事業「下村地区」

に伴う三軒屋遺跡発掘調査概要である。

2.本調査は、農用地整備公団西部支社の委託を受けて大阪府教育委員会

事務局文化財保護課が実施した。

3.本調査は、平成10年 5月 25日 から平成11年 2月 26日 まで実施した。

4.本調査は、文化財保護課調査第 1係技師橋本高明を担当者として実施

した。

5。 本書に使用した座標は、国土座標第Ⅵ座標系に基づく、標高値は東京

湾標準潮位値 (T,P。 )である。北は、座標北を指す。

6.本書の執筆、編集は橋本が行った。

口



次

はしがき

例  言

目  次

I.調査に至る経過―・―・……………… ……………………………………Ⅲ………………………・ 1

H。 調査の成果…………………………………………………………………・…………Ⅲ…………… 1

1。 調査の方法……………………………………………………………………………………… 1

2.Aト レンチの調査……………………………………………………………………………… 3

3.Bト レンチの調査……………………………………………………………………………… 3

4.Cト レンチの調査……………………………………………………………………………… 16

5。 Dト レンチの調査……………………………………………………………………………… 17

6.Eト レンチの調査……………………………………………………………………………… 18

Ⅲ.ま とめ……………………………………………………………………………………………… 27

報告書抄録…………………Ⅲ…………………Ⅲ…………… ……………………Ⅲ…………… ………… 28

挿図目次                   第18図 出土遺物図 6

第 1図 三軒屋遺跡地区割表示図        第19図 Cト レンチ平面図

第 2図 調査地位置図             第20図 Dレ ンチ平面図

第 3図 竪穴住居跡平面・断面図        第21図 Dト レンチ断面図 1

第 4図 出土遺物図 1             第22図 Dト レンチ断面図2

第 5図 Aト レンチ平面図

第 6図 Aト レンチ断面図 1          図版目次

第 7図 Aト レンチ断面図2          図版 l Aト レンチ

第 8図 Aト レンチ断面図3          図版 2 Aト レンチ断面

第 9図 Bト レンチ平面図           図版 3 Bト レンチ

第10図 出土遺物図2             図版 4 Bト レンチ竪穴住居

第■図 方形周溝墓平面図           図版 5 Cト レンチ方形周溝墓

第12図 溝 1断面図              図版 6 D・ Eト レンチ

第13図 溝 2断面図              図版 7 出土遺物

第14図 溝 3断面図              図版 8 出土遺物

第15図 出土遺物図 3             図版 9 出土遺物

第16図 出土遺物図4             図版10 出土遺物

第17図 出土遺物図 5

目



I.調査に至る経過

三軒屋遺跡は、泉佐野市の西南部「長滝」地区、「上之郷」地区に所在 し、樫井川右岸の標高

28～22mの 田園地域に位置する。遺跡は、縄文時代から近世まで連綿と続く複合遺跡で、特に弥

生時代は岬町の番川流域の淡輪遺跡、泉南市の男里川流域の男里遺跡と並んで樫井川流域の拠点

的集落として著名である。今までの調査においても集落域、墓域 (方形周溝墓群 )、 水田などが

確認されており、遺跡の様相も徐々にではあるが明らかになってきている。

今回の三軒屋遺跡の調査は農用地整備公団の施工する農用地開発事業下村地区に伴うものであ

る。調査は、平成 8年度に事業地内の確認調査を泉佐野市教育委員会が実施 したことに始まり、

平成 9年度に本府教育委員会が水路部分約300m実施 し、今年度の調査もって終了した。

調査は、農地開発事業による掘削深度が遺物包合層もしくは遺構面に到達する水路等の部分に

限って実施 した。

H.調査の成果

1.調査の方法

調査は、水路設置予定部分について樫井川に直行する方向に トレンチ 4箇所、樫井川に平行す

る方向に トレンチを 1箇所設定した。いずれも幅 2mである。掘削は、現代、近代の耕作土層を

重機にて除去した後、遺物包含層は人力で行った。

調査記録は、A、 Bト レンチは航空測量を行い1/20の平面図を作成した。 C、 D、 Eト レンチ

については全体を1/100、 部分的に1/20で図化 した。写真撮影は遺構、断面とも行った。

遺物の取り上げは、遺構出上のものは遺構ごとに番号を付けて行い、遺物包含層は層位ごと、

地区ごとに行った。
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第 1図 三軒屋遺跡地区割表示図
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第 2図 調査地位置図
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2.Aト レンチの調査 基本的な層序は、東端から100m付近までは、上層から表土直下に 1・
2層 (黄灰色系の粘質土)、 第 3層 (灰褐色粘質土)、 第 4層 (黄色粘土)の順に堆積する。第 1

層の出土遺物は、 1～ 4は瓦器椀、 5は瓦器皿、 6は土師器椀、 7は土師器甕、 8は土師器高必、

9～11は弥生土器、第 2層の出土遺物は12・ 13は須恵器の蓋と杯身、14。 16は土師器甕、15は須

恵質土器の練鉢、17は土師器皿、18・ 19は瓦器椀である。遺構は、第 3層と第 4層をベースにし

ている。100m付近で lm程度の落差の崖になっている。崖下の層序は、第 1層が130m付近まで

つづく以外は全て河)|1堆積層である。第 3・ 4層および河川堆積層からは遺物は確認できなかっ

た。遺構は東側において土坑、溝等を検出したが、非常に出土遺物が少ない。おそらく中世以降

であろう。

3:Bト レンチの調査 基本的な層序は、Aト レンチの第 2層の直下に茶灰色粘質土 (厚さ10～
15cn・ 遺物包含層)が見られる以外はAト レンチと同様である。

主要な遺構として、東端から90m付近で古墳時代の方形プラン (一辺4.5m)の竪穴住居を検

出した。南辺の中央に接して楕円形の上坑があり、埋土 (茶褐色粘質土)か ら20石皿、21招石、

26壷が出上した。住居内の遺物は、22、 23高必、24、 25壷が出土した。

遺物包含層出土遺物は、 1層から27～29は瓦器椀、30は弥生土器が、茶灰色粘質土から31～33

は須恵器蓋、34～36は須恵器杯、37～39は須恵器壷、40～ 44、 46～48は土師器高杯、451よ弥生土

器甕、49～55は土師器甕、56・ 57、 66、 67は土師器壷、58～60は瓦器椀、62は瓦器皿、61は黒色

土器、63・ 64は土師器皿、65は土師器の鉢である。弥生時代後期から中世までの遺物が混在して

出上している。

① 黄灰色砂質土
② 灰黄色砂質上
③ 淡黄灰色砂質土
④ 淡茶黄色粘質土
⑤ 暗茶褐色粘質土
⑥ 黒褐色粘質土
④ 淡灰色粘土
① 暗褐黄色粘土
◎ 灰茶色粘土(地山)

第 3図 堅穴住居平面・断面図
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第 4図 出土遺物図 1
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第 5図 Aト レンチ平面図
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⑥ 灰色粘土

⑬ 暗灰褐色粘土

Aト レンチ断面図 2(V50)

一- 9-10-

第 7図







&  鵠
32 く

く三:::三:三::iF三
三三三「三

;;〕
〉P34

くて〔三i:::::::::::::::::;'テ
''136

舒      認

39

Ч _穿
52

| |((46

4/ 俸虫＼
0                       20cm

8     62

9     鶴

反 再
f≡ ≡

「

~~二

死 ∞     -64

~61   

｀

く
《 茎 塞 ≧ ≡ ≦ 5/4

第10図  出土遺物図 2

-- 15 -―

利ヽ

武  54



4.Cト レンチの調査 基本的な層序は、表土直下に 1層と2層が水平に堆積する。ただし東端

から50m付近までは、 1層直下に砂礫層と粘土層がの互層がみられ埋積谷と考えられる。GL一

2.5mま で掘り下げたが、湧水が激しく、非常に不安定な状態である。遺物は出土していない。

主要な遺構としては、方形周溝墓を検出した。方形周溝墓は、溝は幅1.2～ 1.5m、 深さ20cn、

埋土は暗茶灰色粘質土である。遺物は、溝の底付近から68～75弥生土器壷が出上した。溝が直角

に曲がること、溝の底付近から弥生時代中期の上器が集中して出上したことから方形周溝墓と考

えたが、後世の開墾で削られたためか主体部は確認できなかった。
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第12図 溝 1断面図 (1

① 淡灰黄色土
② 黄灰色土
③ 汝灰褐色土
① 灰白色砂
⑤ 黄灰色粘性シルト
③ 黄灰色粘土

/20)

L=240m~~~~       
①         ~

① 黄灰色粘土
② 暗灰色粘質上
① 暗灰黒色粘上
④ 暗黄灰色粘土
⑤ 灰茶色粘土
③ 灰色砂
① 黄灰色粘土

第13図 溝 2断面図 (1/20)

① 黄灰色土
② 暗灰色粘質土
① 暗灰色粘土
④ 暗黒灰色粘土
⑤ 灰黄色砂
③ 黄灰色粘土

/

第14図 溝 3断面図 (1/20)
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第11図 方形周溝墓平面図 (V50)
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第15図 出土遺物図 3

第16図 出土遺物図 4

方形周溝墓の西側に方形周溝墓を切る南北方向の溝 とがある。76緑泥片岩製の石斧が 1点出土

した。その他、溝 2、 3からも少量の弥生土器が出上している。

5.Dト レンチの調査 基本的な層序は、Bト レンチと同様である。遺構は、 3層をベースにし
た土坑、溝を検出したが、出土遺物が少なく正確な時期は不明である。

包含層出土の遺物を見ると 1層から78、 80、 81は須恵器杯蓋、82～85は須恵器杯、88は須恵器

甕、90～93は瓦器椀、77サヌカイト製不定形刃器、茶灰色粘質土から79は須恵器杯蓋、89は須恵

器甕、86、 87は甑、94、 95は瓦器椀、96は土師器椀、97は土師器甕がある。

-17-



6.Eト レンチの調査 調査対象地の西部に唯一樫井,IIに平行した方向に設置した トレンチであ

る。北端のCト レンチと接する部分から南へ10mは、Cト レンチと同様の層位で表土直下に黄灰

色粘質上、茶褐色粘質上、灰褐色粘質上の順に堆積する。以南の層位は、表土直下から河川堆積

層である。

遺物は、茶褐色粘質土から出上した。98・ 99は弥生土器高杯、100～103は弥生土器甕である。

104は須恵器杯蓋、105は瓦器椀、106は平瓦、107・ 108は土師器甕、109は土師器羽釜である。

78
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第18図 出土遺物図 6
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Ⅲ.ま とめ

今回の調査成果と既往の調査から三軒屋遺跡の歴史的概観を時代ごとに述べることにする。

三軒屋遺跡の縄文時代は、後期に始まる。遺跡の西端部に地形的にみて周囲の水田よりの一段

高い部分がある。現在も民家が密集している。地形分類では樫井川で形成された自然堤防とされ

ている。この付近に、縄文時代後期の遺構、遺物が集中している。縄文時代後期の段階において

低地の中では最も安定していたのであろう。

弥生時代は、今回の調査においてもDト レンチで弥生時代中期の方形周溝墓を検出した。方形

周溝墓は、昨年度の調査で検出した円形の竪穴住居の約60m北方に当たる。近接した検出された

これらの遺構は、この周辺に弥生時代中期段階において住居、墓、おそらく水田をそなえた一群

が存在したことが想定できる。三軒屋遺跡内では、弥生時代の集落においてこのようなグループ

がいくつ点在して認められるようである。近年の調査で確認されたもの一例あげると、JR長滝

駅の南西約100mの地点で泉佐野市教育委員会が1996年に市立幼稚園建設にともなって約2,200ぽ

を調査した。弥生時代中期の円形竪穴住居 4棟のほか水田遺構も確認している。

今回の調査の遺物の出土状況をみると、弥生時代中期の上器は方形周溝墓の溝内から出上した

一群とその周辺とAト レンチ (9～11)の東方に多いようである。弥生時代後期の上器は、Bト

レンチとEト レンチのゴヒ部にみられる。

古墳時代になるとBト レンチで検出した古墳時代後期の竪穴住居がある。遺物は、竪穴住居内

から出上した一群の上器やDト レンチで出土した甑 (86・ 87)や Bト レンチの須恵器の高芥の蓋

や土師器の高イ (8、 40～ 44、 46～ 48)、 甕 (52、 53)壷 (56)イよ5世紀後半代に属するものと

思われる。三軒屋遺跡では縄文土器の集中する遺跡西端の自然晃防上でこの時期の須恵器がまと

まって出上している。このほか須恵器の杯身、蓋をみると6世紀前半 (79)か ら末葉 (34～ 35、

82～85)まで認められる。

奈良時代に属するものは今回の調査では認められない。

平安時代の遺物としては、Bト レンチ出上の黒色土器椀の底部 (61)、 土師器皿 (63、 64)、 鉢

(65)がある。土師器 3点の底部外面に「糸切り」痕を残している。

中世の遺物としては、瓦器椀がいずれの トレンチからも出上している。13世紀から14世紀代ま

でみられる。15世紀以降に下る遺物は出上していない。この時期に水田域として新たに開発され

たのであろう。おそらく現在みられるような田園風景ができあがったものと考えられる。

調査の最終段階でAト レンチとBト レンチの東端で下層調査を実施した。その結果、黄色粘土

層の下層に河川堆積層を確認した。したがってこの地点より西の樫井川まで広がる平坦面は、河

岸段丘面であることがわかった。縄文時代後期の遺構・遺物が自然堤防上の高まりに集中するこ

とは、河岸段丘面の形成過程であり、付近一帯は不安定な状態であったことがうかがえる。弥生

時代中期になると、遺構が確認できることからこの時期には安定した河岸段丘面が形成されてい

たのであろう。今後調査例が増加し、樫井川流域の微地形の変化をとらえることで、遺跡の変遷

過程をより細かく知ることができるであろう。
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